
【ＤＯ（実施）】
後期基本計画（令和３年度～令和７年度）における数値目標

施策経費

施策の概要（細施策）

令和 6 年度 施策評価表

施策担当部 都市整備部 部長 田中　祐二
施策担当課 河川公園課 課長 金原　剛蔵

Ｒ３目標値Ｒ４目標値Ｒ５目標値Ｒ６目標値Ｒ７目標値 Ｒ５年度

Ｒ３実績値Ｒ４実績値Ｒ５実績値Ｒ６実績値Ｒ７実績値 達成率 進捗率

6.6 8.4 8.4 8.4 8.4

6.6 6.6 6.7

47 48 49 50 50

47 47 47

24 24 24 24 24

23 23 23

施策達成状況の説明

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

決算 予算 見込

事業費 471,509 701,221 1,329,891

国庫支出金 102,419 185,412 287,750

県支出金 177 177 177

地方債 94,900 148,500 336,400

その他 9,971 7,403 9,065

一般財源 264,042 359,729 696,499

人件費 31,123 35,161 ─

フルコスト 502,632 736,382 ─

施策 1903 公園・河川の整備

施策の方針
　計画的な公園の整備と維持管理を行うとともに、緑化の推進に取り組む。また、安全で親しみのもてる河
川・海辺空間の整備や維持管理を行う。

関連する
SDGsの
ゴール

指標名 単位
基準値
（Ｒ１）

① 一人当たりの都市公園面積 ㎡／人 6.6 79.8% 79.8%

② 地域団体が管理する公園数 公園 45 95.9% 94.0%

③ 親水空間の設置箇所数 箇所 23 95.8% 95.8%

④

⑤

（単位:千円） 特記事項

内
訳

190301 公園の整備・維持管理

　安全で魅力的な公園を目指し、「大村市公園施設長寿命化計画」に基づき、設備等の計
画的な補修・更新を行います。
　また、大規模なスポーツ大会への対応や市民スポーツの推進などを図るため、「大村市
総合運動公園」の早期整備を行います。
　さらに、「大村市アウトドアグランドデザイン」に基づき、公園の施設リニューアルを
図ります。

190302
地域住民と連携した公園の
維持管理と緑化の推進

　美しく潤いのある環境づくりを目指し、地域住民と連携した公園の維持管理や、花に関
する住民参加型イベントを実施することで、緑化意識の高揚を図り、緑化を推進します。

190303
河川・海辺空間の整備・維
持管理

　河川環境の保全や水辺空間の創出など、災害に強く、安全で親しみがもてる河川の整備
を目指し、郡川やよし川等の河川改修を計画的に進めます。
　また、海岸部においては、海辺に親しみがもてる空間の整備に努めるとともに、プレ
ジャーボートなどを係留する港湾施設についても、県と連携しながら魅力的な海辺空間の
整備・維持管理に取り組みます。

①R5年度は、総合運動公園の多目的広場（C,Dコート）が整備され都市公園（共用）面積が増になったため、一人当りの都市公園面積が微増となっ
た。
②R5年度は、新規加入がなく、現状維持となった。
③R5年度は、新設設置箇所が無く、現状維持となった。



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和７年度新規事業

施策を達成する上での問題点・課題

①大村市総合運動公園は、１期事業として平成１３年度から事業に着手しており、令和３年度には、当初、２期事業で整備予定の「憩いの広場」
を１期区域に変更し、令和１０年度までの事業期間で整備を進めている。今後、各競技団体と協議を行いながら、令和１０年度の完成を目指し、
公園整備の推進に必要な予算の確保が必要となる。

②公園維持を委託している地域団体の多くは、急速な高齢化により公園の適正な維持管理活動が困難な状況となってきており、地域団体と今後の
管理方法について協議する必要がある。

③物揚場改修工事（県工事）に伴うプレジャーボート一時移動のスムーズな対応が必要である。

上記の問題点・課題を踏まえた事務事業の改善・改革や新規事業についての考え方

①大村市総合運動公園については、令和７年度から個別補助事業から社会資本整備総合交付金へ移行されるため、要望額に対する内示率が低くな
ることが予想される。そのため、必要な予算確保に向け、国や県と相談しながら、他の交付金事業が活用できないか検討を進める。

②公園の維持管理について、各公園の管理状況を把握しながら、地域団体と意見交換を行い、今後の適切な維持管理について協議を進める。

令和７年度見込
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事業名 担当課 対象・事業概要など
事業費（千円）
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